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住住 んんででももららいいたたいい」」ぬぬままたた
札 幌 沼 田 会
ふるさとづくり事業に寄付

懐
か
し
き
故
郷
を
想
い

ふ
る
さ
と
沼
田
ツ
ア
ー

十
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
、
札
幌
沼
田
会
（
会
長
広
田

実
　
会
員
百
三
名
）
の
三
十
四
名
が
秋
の
研
修
旅
行
と
し
て

初
め
て
当
町
訪
れ
、
施
設
見
学
や
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
事
業
に
寄
付

十
八
日
、
沼
田
に
到
着
後
萌

の
丘
か
ら
当
時
の
懐
か
し
い
沼
田

を
思
い
出
し
な
が
ら
景
色
を
眺
め

た
後
、
役
場
を
訪
れ
、
庁
舎
前
で

職
員
が
出
迎
え
る
中
、
広
田
会
長

か
ら
、
西
田
町
長
へ
寄
付
金
三
十

万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
広
田

会
長
は
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

に
賛
同
し
、
沼
田
町
の
発
展
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
西
田

町
長
は
「
貴
重
な
寄
付
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
二
日
間
楽
し
い
思

い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
庁
舎
前
で
記
念
撮
影

を
行
い
、
町
内
の
施
設
め
ぐ
り
を

行
い
ま
し
た
。

取
り
壊
さ
れ
る
旧
共
成

小
学
校
前
で
記
念
撮
影

老
朽
化
に
伴
い
、
取
り
壊
し

さ
れ
る
旧
共
成
小
学
校
を
見
学
、

当
時
通
わ
れ
た
懐
か
し
さ
を
思
い

出
し
、
ゆ
っ
く
り
校
舎
の
中
を
見

学
し
ま
し
た
。

最
後
は
取
り
壊
さ
れ
る
の
を
惜

し
み
な
が
ら
校
舎
前
で
記
念
撮
影

を
行
い
次
の
施
設
へ
と
移
動
し
ま

し
た
。

ほ

た

る

館

で

懇

談

施
設
見
学
を
終
え
た
後
、
ほ
た

る
館
で
、
西
田
町
長
や
吉
田
議
長
、

広
野
会
長
、
堀
田
理
事
長
と
懇
談

を
交
え
な
が
ら
、
会
食
を
行
い
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

翌
日
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
だ
後
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
後
も
ふ
る
さ
と
沼
田
の
応
援
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広田会長より西田町長へ寄付が手渡されました

役 場 前 で 記 念 撮 影

旧共成小学校前で思い出を胸に
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「「住住んんででよよかかっったた」」、、「「住住 んんででももららいいたたいい」」ぬぬままたた
定 住 促 進 条 例 に 基 づ き
新 た に ６ 名 に 交 付

住
み
や
す
い
環
境
を
目
指
し

融
雪
施
設
設
置
補
助
金
交
付

本
町
の
過
疎
化
防
止
対
策
と

し
て
、
だ
れ
も
が
沼
田
町
に
末
永

く
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
、
定
住
促
進
条

例
に
基
づ
き
、
融
雪
施
設
を
設
置

さ
れ
た
六
名
に
十
月
十
二
日
町
長

室
で
補
助
金
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
補
助
は
自
ら
所
有

す
る
敷
地
内
に
融
雪
施
設
を
設
置

し
た
場
合
で
、
本
町
に
と
っ
て
毎

年
十
メ
ー
ト
ル
を
超
す
雪
と
付
き

合
っ
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

今
回
交
付
さ
れ
た
六
名
は
次
の

通
り
で
す
。（
写
真
右
よ
り
）

○
松
田
　
眞
一
郎
さ
ん

（
南
一
条
四
丁
目
）

○
細
川
　
聖
一
さ
ん

（
南
一
条
四
丁
目
）

○
数
村
　
正
美
さ
ん

（
南
一
条
四
丁
目
）

○
佐
藤
　
親
雄
さ
ん

（
南
一
条
七
丁
目
）

○
吉
尾
　
孝
之
さ
ん

（
南
一
条
四
丁
目
）

○
林
　
　
　
清
さ
ん

（
北
一
条
五
丁
目
）

定

住

促

進

条

例

●
持
ち
家
住
宅
取
得

町
民
又
は
定
住
す
る
意
思
の
あ
る
方
が
町
内

に
住
宅
を
新
築
、
又
は
購
入
し
た
場
合
で

・
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
一
件
に
つ
き
五
十
万

円
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
町
内
業
者
を
利
用

さ
れ
た
場
合
は
百
二
十
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

・
融
雪
溝
設
置
路
線
に
面
し
た
土
地
に
住
宅
を

新
築
し
た
場
合
は
一
件
に
つ
き
百
万
円
を
右
記

に
増
額
し
て
補
助
し
ま
す
。

・
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
で
住
宅
（
中
古
住

宅
）
を
購
入
さ
れ
た
場
合
は
一
件
に
つ
き
五
十

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
住
宅
用
地
取
得

住
宅
取
得
に
関
連
し
て
用
地
を
購
入
し
一
年

以
内
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
場
合
、
一
件
に
つ

き
三
十
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
融
雪
施
設
設
置

町
民
自
ら
居
住
す
る
住
宅
の
敷
地
内
に
新
た

な
融
雪
施
設
を
設
置
、
又
は
既
存
の
融
雪
施
設

を
改
修
し
た
場
合
、
費
用
の
二
分
の
一
以
内

（
一
件
に
つ
き
二
十
万
円
を
限
度
）
の
額
を
補

助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
改
修
の
場
合
は
二
十
万

円
以
上
の
経
費
を
要
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
、
そ
の
他
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
地
域
開
発
課
ま
で

電
話
　
〇
一
六
四
―
三
五
―
二
一
一
二

知
っ
て
い
ま
す
か
？
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ささわわややかかなな秋秋晴晴れれののももとと
明日萌ウォークに３００人

秋
晴
れ
の
中
、
さ
わ
や
か
な
風

を
受
け
て
十
月
九
日
「
明
日
萌
ウ

ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
な
ど
三
百
人
が
参
加
し
、
役

場
前
出
発
の
十
五
キ
ロ
コ
ー
ス
、

明
日
萌
駅
出
発
の
六
・
五
キ
ロ
コ

ー
ス
、
そ
し
て
ほ
た
る
館
周
辺
の

二
キ
ロ
コ
ー
ス
の
三
つ
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
ま

ぶ
し
く
晴
れ
わ
た
っ
た
空
の
も
と

参
加
者
は
、
秋
の
紅
葉
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
の
ほ
た
る
館
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

明 日 萌 ウ ォ ー ク の 休 息 場 所 で

ゴ ー ル 目 指 し て 役 場 前 出 発

明 日 萌 駅 前 出 発 ほ た る 館 周 辺 で 紅 葉 を 楽 し み な が ら
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秋秋のの味味覚覚をを楽楽ししむむ
第１０回紅葉まつりに

３０００人が賑わう

ほ
ろ
し
ん
温
泉
野
外
ス
テ
ー
ジ

特
設
会
場
で
は
、
今
年
で
十
回
目

と
な
る
、
紅
葉
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
三
千
人
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
大

勢
の
人
た
ち
が
開
場
時
間
よ
り
も

早
く
か
ら
詰
め
か
け
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
や
そ
ば
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
場
で
は
ゲ
ー
ム
や
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
な
ど
で
終

始
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

秋 の 味 覚 を 楽 し む 参 加 者

楽しいゲームもみんなで参加バスケット連盟によるゲームも

見事抽選で特賞を当てた山下さん（滝川市）



沼田ライオンズクラブ（石田隆広会長　会員
４１人）が交通安全街頭キャンペーンを１０月７日、
本通４丁目の国道２７５号線で行われ、会員たち
が安全運転を呼びかけました。
毎年実施しているもので、交通安全のタスキを

かけ街頭に立ってドライバーに交通ルールとマナ
ーを呼びかけることで、安全運転を心がけてもら
おうというものです。
参加したのは会員１６人と沼田警察署の４人。

署員がドライバーを呼びとめ、会員が缶ジュース
とティッシュ、交通安全チラシのセットを配布し、
「安全運転をお願いします。」と一言添えて、送り
出していました。

９月末で任期が終了し、１０月１日より２年の
期間で人権擁護委員に橋爪隆さんと平木恵子さん
が委嘱されました。橋爪さんは１０月１１日に西
田町長より委嘱状の伝達をうけ、また平木恵子さ
んは、法務局より委嘱状をうけました。
みなさんの人権が侵されないよう相談にあたっ

ていきます。

「人権擁護委員に就任」
橋爪隆さん平木恵子さん

「安全運転でお願いを！」
沼田ライオンズクラブ街頭啓発

沼田小（増澤清校長）４～６年生の児童３６人
が、９月５日から１０日までと９月２６日から
１０月１日までの２回にわけ、町民体育館研修
棟に合宿しながら通学しました。
子どもたちだけで生活しながら、家事をこなす

ことで親の大切さを知ってもらおうと希望者を募
って４年前から実施。子どもたちは班に分かれ、
下校すると洗濯や食事の買出し、調理など、すべ
ての家事を協力して行っていました。
今回の合宿は、浅井学園大学が全面的に協力。

教員志望の学生が各班に５～６人付き添い、児童
とふれあいました。子どもたちは「友達といっし
ょに生活できるので楽しい」と話していました。

「みんなで協力、炊事・洗濯」
沼田小学校が合宿通学

共成在住の池田トクさんが、９月２３日で満
１００歳を迎え、西田町長が自宅を訪れて上寿祝
金や花を贈りました。
池田さんは、毎日２，３回散歩し、また食事も

しっかりとっているということです。
西田町長は「１００歳の誕生日、おめでとうご

ざいます。すごくしっかりしていますね、いつま
でも元気でいてください」と話しかけ、池田さん
も「ありがとうございます」と笑顔で応えていま
した。
これで池田さんを含め、沼田町では１００歳以

上のお年寄りは６人となりました。

「いつまでもお元気で！」
池田トクさん１００歳に
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上
寿
祝
い
を
受
取
る
池
田
ト
ク
さ
ん

安
全
を
呼
び
か
け
る
会
員
ら

み
ん
な
で
夕
食
の
準
備
を
す
る
児
童
ら

委
嘱
を
受
け
る
橋
爪
隆
さ
ん

６



食改善協議会（植木千鶴会長、会員２６名）が
実施したお食事会が１０月１７日、ふれあいで開
催され、町内のひとり暮らしの高齢者３５名は食
事と大正琴の演奏を楽しみました。
この催しは、大勢で食事をすることの楽しさを

感じてもらおうと実施され、町内産の食材をふん
だんに使った料理が並びました。
また、大正琴のサークルが「ふるさと」などを

披露し、参加者は美しい琴の音を堪能しながらお
いしい料理に舌鼓をうっていました。

明日萌街道の並木を守るボランティア活動が１０月２

３日、恵比島地区と幌新温泉を結ぶ道道達布石狩沼田停

車場線で行われ、町民約１３０人が参加して街路樹の冬

囲いに精を出しました。

町では同路線に１３００本のナナカマドやカエデを植樹

しており、この並木を町民の財産として、昨年設立した

明日萌街道景観保存会が中心となって街路樹の保護や管

理に取り組んでいます。この日は道路管理者の札幌土木

現業所と協力して冬囲い作業を行っていました。

参加した町民は、４～５名１組になり、脚立を使って街

路樹を囲い、心地よい汗を流していました。

「 明 日 萌 街 道 の 並 木 を 守 ろ う 」
町民ボランティア１３０人が冬囲い

「みんなで食べて、楽しいひと時」
ひとり暮らし高齢者お食事会
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手
際
よ
く
作
業
を
す
る
参
加
者
た
ち

大
正
琴
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

食
事
を
楽
し
む
高
齢
者

１０月２５日ふれあいすこやかホールで、お助

けネット代表の中谷通恵さんを招いて、子育て支

援に関わる講演会が開催され、小さい子供を持つ

お父さんやお母さん５０名が参加し子育てについ

て真剣に耳を傾けていました。

これは、仕事をしながら小さい子供を育てるた

めに、地域で協力をしながら子育てを支援してい

き、安心して働ける環境作りを目指す目的で開催

されました。

今後、ファミリーサポートセンターでは子育て

を応援してほしい方や応援してくれる方を募集し、

地域で子育て支援を行っていきます。

「子育てを支える地域の輪」
子育て支援講演会開催

永年にわたり、地域の安全活動に貢献された方
を表彰する全国防犯功労表彰に、旭町３丁目在住
の赤津秀夫さん（７９歳）が金賞と南１条３丁目
在住の広野伸一さん（６６歳）が銅賞が選ばれ、
警察庁長官及び全国防犯協会連合会連名により、
清水博明沼田警察署長より伝達表彰されました。
赤津さんは、昭和４３年から広野さんは平成７

年より町防犯協会沼田支部に入部後、地域防犯・
少年非行防止活動などに積極的に熱意をもって尽
力されているほか、防犯診断や夜間パトロールを
実践するなど永年にわたり地域安全活動に貢献を
したのが評価され、今回の表彰につながりました。
赤津さんは「この表彰は地域のみなさんが協力し
てくれたおかげ」と喜びを語っていました。

「全国防犯功労表彰」
表彰に赤津さん、広野さん

表
彰
状
を
手
に
す
る
赤
津
さ
ん
広
野
さ
ん

真
剣
に
講
師
の
話
に
聞
き
入
る
参
加
者

７



熊野さん沼田で初作品展
難

病

と

闘

い

な

が

ら

忍忍忍
耐耐
力力
・・
集集
中中
力力
のの
いい
るる
点点
描描
画画

共
成
に
在
住
の
熊
野
勝
太
さ
ん

（
六
十
二
歳
）
が
十
一
月
六
日
ま

で
ほ
ろ
し
ん
温
泉
ほ
た
る
館
ロ
ビ

ー
で
、
点
描
画
の
特
別
作
品
展
を

町
内
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
す
ず
ら
ん
」
に

登
場
し
た
Ｓ
Ｌ
や
鳥
な
ど
三
十
六

点
で
、
忍
耐
力
の
い
る
作
品
が
並

べ
ら
れ
ま
し
た
。

熊
野
さ
ん
は
農
業
を
営
ん
で
い

ま
し
た
が
、
四
十
三
歳
の
時
に

「
多
発
性
筋
炎
」
と
い
う
難
病
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
病
気
を
抱

え
な
が
ら
奥
さ
ん
の
フ
サ
子
さ
ん

と
農
業
を
続
け
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
離
農
し
た
後
、
翌

年
か
ら
砂
川
市
の
「
北
海
道
障
害

者
能
力
開
発
校
」
に
入
学
し
製
図

や
ト
レ
ー
ス
の
勉
強
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
指
導
し
て
い
た
先
生
か

ら
点
描
画
の
雑
誌
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
製
作
を
始

め
ま
し
た
。

作
品
は
奥
さ
ん
が
被
写
体
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
、
そ
れ
を
も
と
に

製
図
の
ロ
ッ
ド
リ
ン
グ
と
い
う
ペ

ン
で
描
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
作
品
を
手
が
け
て

い
ま
す
が
、
大
き
い
サ
イ
ズ
は
三

ヶ
月
に
も
及
び
、
忍
耐
力
と
集
中

力
の
い
る
作
業
で
す
。

今
回
、
町
内
で
作
品
展
を
開
催

し
た
理
由
と
し
て
熊
野
さ
ん
は
、

「
以
前
に
自
分
の
点
描
画
が
ハ
ガ

キ
と
し
て
販
売
さ
れ
た
時
、
ま
ち

の
人
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た

の
で
少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
れ

ば
」
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

熊
野
さ
ん
の
作
品
は
こ
れ
ま
で
、

札
幌
市
や
旭
川
市
、
留
萌
市
な
ど

で
展
示
さ
れ
て
い
て
、
「
来
訪
者

が
芳
名
録
に
書
い
て
く
れ
る
励
ま

し
の
言
葉
が
パ
ワ
ー
と
な
り
、
点

描
画
に
集
中
で
き
病
気
の
事
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
熊

野
さ
ん
夫
妻
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力

の
気
持
ち
が
、
作
品
に
表
れ
て
お

り
、
ど
の
作
品
も
鮮
明
に
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
二
人
で
す
ば
ら

し
い
作
品
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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消
報
深川地区消防組合
沼田支署
－第５号－

広報一元化により、平成16年
から「消報」は「広報ぬまた」
で紹介しています。

火
災
警
報
器
は
、
煙
で
火
災
を

見
つ
け
る
も
の
が
多
く
、
熱
や
ガ

ス
で
も
発
見
す
る
の
も
あ
り
ま

す
。
電
源
は
乾
電
池
式
（
電
池
寿

命
一
〜
十
年
）
と
家
庭
用
電
源
を

使
う
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

単
独
型
（
火
災
を
検
知
し
た
警
報

器
だ
け
が
警
報
音
を
出
す
）
と
連

動
型
（
火
災
を
検
知
し
た
警
報
器

の
ほ
か
、
接
続
さ
れ
て
い
る
警
報

器
す
べ
て
警
報
音
を
出
す
）
が
あ

り
、
高
齢
者
の
方
、
目
や
耳
が
不

自
由
な
方
に
は
音
や
光
の
出
る
補

助
装
置
も
あ
り
ま
す
。

「
煙
で
見
つ
け
る
タ
イ
プ
」

で
は
、
次
の
図
の
よ
う
に
火
災

で
無
く
て
も
警
報
を
発
す
る
こ

と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

火
災
で
な
い
の
に
火
災
警
報

器
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
働
く
場
合
は
、

湯
気
や
煙
の
直
接
か
か
ら
な
い

場
所
に
取
り
付
け
位
置
を
変
更

し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
器
の
種
類

住住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの取取付付

けけがが義義務務付付けけらられれままししたた
「新築住宅は平成18年６月１日から」、「既存住宅は平成２３年５月31日まで」

火
災
警
報
器
は
、
性
能
や
付
属

の
機
能
、
電
池
の
耐
久
性
等
に
よ

っ
て
価
格
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
い
え

ま
す
。
現
在
一
個
、
三
千
円
〜
一

万
五
千
円
く
ら
い
の
も
の
が
多
く

で
て
い
ま
す
。
警
報
音
だ
け
の
も

の
か
ら
音
声
の
出
る
警
報
器
も
あ

り
ま
す
の
で
、
各
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
は
感
知
方
法
や
部
屋
の
電

源
状
態
か
ら
、
取
り
付
け
る
場
所

に
応
じ
た
商
品
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
を
購
入

す
る
と
き
は
日
本
消
防
検
定
協
会

の
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
商
品
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器
の
交
換
期
限
は
機
種

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
火
災
警
報

器
本
体
に
表
示
さ
れ
て
い
る
期
限

を
確
認
し
交
換
期
限
が
き
た
ら
本

体
ご
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
均
約
十
年
間
）

火
災
警
報
器
は
、
近
く
の
販
売

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沼
田
消
防
署
に
煙
式
・

熱
式
の
感
知
器
を
展
示
し
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

い
ず
れ
も
問
合
せ
先
は

沼
田
支
署
予
防
係
ま
で

電
話
　
三
五
―
二
〇
五
〇

火
災
警
報
器
の
価
格

火
災
警
報
器
の
交
換

悪
質
業
者
に
ご
注
意

「火災警報器を設置しなければならない」と

訪問してくる業者にはご注意！

火
災
で
な
く
て
も

な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
ご
注
意
！

単　独　型

連　動　型たとえば
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生涯学習だより

ゆめっくる
沼田町教育委員会生涯学習推進室

ご意見・ご相談はお気軽に

教育委員会
電話　３５－２１３２ 専用 ３５－１９１２

子育て　　　　 相談
子ども　　　　 電話悩み

１１月の生涯学習情報
１１月　３日（木）町民芸術祭（芸能発表会）

9:00～　町民会館　

１７日（木）ゆめっくるキッズクラブ⑦

10:00～　ゆめっくる

１８日（金）いきいき大学祭

10:30～　町民会館

２０日（日）女性フェスタ'０５

10:00～　ゆめっくる

２４日（木）おはなしフワフワ⑦

15:30～　図書館

３０日（水）おはなしキラキラ⑦

11:00～　図書館

沼田っ子サポーター（応援団） 募集中！

子どもたちの「安全パトロール」や
「あいさつ・声かけ運動」をしてみませんか？
○趣　旨
町民みなさんの参加や協力を得て、青少年の健や

かな成長や安全対策、非行防止のための多様な活動
を全町的に展開していくことを目的に、「沼田っ子
サポーター（応援団）」を立ち上げることとしまし
た。都合の良い時間に、どなたでも気軽に協力いた
だけるボランティア活動ですので、ぜひ登録願いま
す。
○活動内容
朝晩の散歩時など都合のつく時間に、下記につい

て自主的に活動していただきます。
・安全パトロールとあいさつ・声かけ運動
①登下校時の交通安全、不審者情報、犯罪防止のパ
トロール
②パトロール時や、ふだん街で子どもをみかけた時
の声かけ　「おはよう」「こんにちは」「元気かい」
などと声をかけ、みんなで自然な挨拶を交し合える
地域をつくりましょう。
○対象者
趣旨に賛同いただける沼田町民であって、満１８

歳以上の方。
○募集期間
平成１７年１０月から随時募集中です。
○登録方法
町教育委員会にある所定の用紙に記入するか、電

話でお申込みください。
○登録料
無料です。すべての活動がボランティアです。
○保険等
町教育委員会においてボランティア保険等は加入

しません。自主活動中に事故等が発生した場合は、
一切責任を負いかねますのでご了承願います。
○申し込み・問い合わせ先
沼田町教育委員会　電話35-2132

炊事・掃除・買い物「みんなでやったよ！」

合宿通学（第２回目）も終了！
沼田小学校４～６年生の１６人　楽しかった５泊６日
今年第２回目の合宿通学が９月２６日（月）から１０月１日（土）まで行われ、沼田小学校４～６年生

の児童１６人が、町民体育館宿泊研修棟から学校へ通いながら共同生活し、自分たちで協力しあって炊

事・掃除・買い物をするなど、親のありがたみを実感する６日間を送りました。

お風呂の中でも元気いっぱい

最後に記念撮影。お疲れ様！

みんなで作る料理は美味しいね

班会議で話し合う子どもたち

自分たちで買い物もしました

しっかりと勉強しています
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し続けるのは無理である。・・・・・・・・・　内館　牧子

愛するということ・・・・・・・・・・・・・小池　真理子

アカシア　・・・・・・・・・・・・・・・・・・辻　仁成

アガワとダンの幸せになるためのワイン修行　カジュアルワ

イン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・阿川　佐和子

アガワとダンの幸せになるためのワイン修行　ゴージャスワ

イン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・阿川　佐和子

お鍋ひとつで、らくちんごはん・・・・・・・・・アスコム

風の盆幻想・・・・・・・・・・・・・・・・・内田　康夫

カブトムシ・クワガタ採り方・育て方・・・・・・・・学研

子どもがちょっと具合のわるいときの食事・・・池上　保子

さようなら、私の本よ！・・・・・・・・・・大江　健三郎

10分でできる！子どもの好きなおやつ・・・・・山崎　典子

誰よりもつよく抱きしめて・・・・・・・・・・新堂　冬樹

箪笥のなか・・・・・・・・・・・・・・・・長野　まゆみ

ハルとナツ・・・・・・・・・・・・・・・・橋田　寿賀子

無事、これ名馬・・・・・・・・・・・・・・宇江佐　真理

ももこタイムス・・・・・・・・・・・・・さくら　ももこ

ララピポ・・・・・・・・・・・・・・・・・・奥田　英朗

和の美しいインテリア・・・・・・・・・・・・成美堂出版

和のしつらいを楽しむ・・・・・・・・・・・・・・・学研

１ねん１くみ１ばんあまえんぼう・・・・・・・後藤　竜二

キッズシェフのわくわくクッキング・・・・・・・楠部　文

基本がわかるスポーツルール・・・・・・・・・・・汐文社

（サッカー・卓球・バドミントン・・バスケットボール・野球）

原寸大！スーパー昆虫大事典・・・・・・・・・井出　勝久

子どものための敬語の本１・・・・・・・・ながた　みかこ

職業別ユニフォーム・制服絵事典・・日本ユニフォームセンター

スパイダーウィック家の謎・・・・・・・ホリー・ブラック

世界の料理いただきまーす。・・・・・・・・・尾崎　曜子

タンタンソビエトへ・・・・・・・・・・・・・・エルジェ

ようかいランド(名門フライドチキン小学校５)・田中　成和

あきはいろいろ・・・・・・・・・・・・・・・五味　太郎

おばけとしょかん・・・・・・・・デイヴィット・メリング

くいしんぼフンガくん・・・・・・・・・・・国松　エリカ

それはひ・み・つ・・・・・・・・・・エリック・バトゥー

ねずみくんとかくれんぼ・・・・・・・・・なかえ　よしを

ハトにうんてんさせないで・・・・・・・モー・ウィレムズ

まじめなフレッドおじさん・・・・・・・ティム・イーガン

まねっこあかあおきいろ・・・・・・・・・・田中　ひろし

やぎのブッキラボー３きょうだい・・・・ポール・ガルドン

山いっぱいのきんか・・・・・・・・・・・・・君島　久子

図図 書書 館館 だだ よよ りりゆめっくる

利　用　案　内

１人１０冊　２週間

月曜日　　　　　　　１４：００～１８：００

火～木曜日　　　　　１０：３０～１８：３０

金曜日　　　　　　　１０：３０～２０：３０

土・日・祝日　　　　　９：３０～１７：００

一　般　書

児　童　書

幼児の絵本

からの

【沼田町図書館ではこんなことをしています！！】

☆ブックスタート
役場　住民生活課で実施される乳児６・７ヶ月健診
の際に、沼田町図書館から赤ちゃんに絵本をプレ
ゼントしています。沼田町図書館は、赤ちゃんと
絵本との出会い、絵本を通してお父さん・お母さん
と赤ちゃんの素敵な時間作りを応援しています！

☆移動図書
多くの町民に蔵書を利用していただこうと移動図
書を開設しています。月に1回、厚生病院や学校に
貸出ししていますので、どうぞお気軽にご利用く
ださい。

☆テーマ展示
月に1度、『今月のオススメのほん』というテーマ
と、その時に合ったテーマを設定し、図書展示を
行っています。展示本は手にとって見たり、貸出
しもできます。お気に入りの一冊を見つけにぜひ
ご来館下さい。

☆読書週間行事
読書週間に合わせて、行事を実施しています。今
年度は6月に『手作り絵本教室』を実施、現在、北
海道立図書館と共同図書展示を開催しています！
暑さから開放され、集中力が高まるこの季節は、
読書には最適です。秋の夜長、読書をして過ごし
てみてはいかがですか？

☆おはなし会
１～4歳の子どもと親を対象に『おはなしキラキ
ラ』、５～８歳の子どもを対象に『おはなしフワフ
ワ』を月に１回実施しています。絵本や紙芝居な
どの読み聞かせを、ボランティアの方と一緒に楽
しみながらやっています。ぜひ、参加して一緒に
楽しみましょう♪

☆こども映画会
アニメや映画を上映します。
図書館には、子どもから大人
まで楽しめるビデオやDVD
がたくさんあります。ぜひご
利用ください。
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蛍雪
け い せ つ

だより
columm VOL.56

雪の学校連載コラム

愛

知

万

博

で

雪

冷

房

を

実

演

九
月
一
日
、
愛
知
万
博
会
場
で

開
催
さ
れ
た
北
海
道
の
日
に
、
沼

田
町
か
ら
雪
と
雪
冷
房
機
を
運
ん

で
、
雪
冷
房
の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。会

場
は
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ド
ー
ム
と
い

う
壁
が
吹
き
抜
け
式
の
場
所
で
、

会
場
内
は
冷
房
が
無
い
の
で
、

30
℃
以
上
の
熱
気
で
包
ま
れ
、
沼

田
町
の
ブ
ー
ス
内
に
設
置
さ
れ

た
、
雪
冷
房
機
の
周
囲
に
は
涼
を

求
め
る
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

雪
冷
房
を
体
験
し
た
来
場
者
の

方
は
、
北
海
道
か
ら
雪
を
持
っ
て

き
た
こ
と
と
、
夏
に
雪
が
あ
る
こ

と
、
雪
冷
房
が
涼
し
く
て
心
地
良

い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
特

に
小
さ
な
子
供
た
ち
は
、
初
め
て

雪
を
見
る
と
い
う
人
も
い
て
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
た
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

沼
田
町
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
や

雪
中
米
な
ど
の
展
示
品
を
見
な
が

ら
、
「
美
味
し
そ
う
だ
ね
」
、
「
ど

こ
で
売
っ
て
い
る
の
」、「
テ
レ
ビ

で
見
た
こ
と
が
あ
る
」、「
雪
国
な

ら
で
は
の
環
境
貢
献
だ
ね
」
と
い

っ
た
、
前
向
き
な
声
が
多
か
っ
た

で
す
。

本
州
の
方
に
も
沼
田
町
の
雪
の

取
組
み
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
雪
が
地
球
に
優
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
沼
田
町
の
取
組
み
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
実
演
に
際
し
て
、
同
じ

雪
利
用
に
取
組
む
本
州
の
団
体
か

ら
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
ま
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

イベント案内

会場のＥＸＰＯドーム

ＥＸＰＯドーム会場内

雪の展示風景 モリゾー型の雪冷房機

沼田町の展示ブースブースの見学者
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ス
ト
ー
カ
ー
に
よ
る
被
害
や
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
て
も
何
の

解
決
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
こ

れ
ら
の
行
為
が
や
が
て
他
の
凶
悪

犯
罪
に
も
発
展
し
か
ね
ま
せ
ん
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
被
害
が

深
刻
に
な
る
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
は
、
各
警
察
署
の
相
談
窓

口
又
は
相
談
ダ
イ
ア
ル

【
＃
９
１
１
０
】
へ
。

ま
た
、
昨
年
七
月
一
日
か
ら
被

害
者
保
護
の
た
め
の
住
民
基
本
台

帳
閲
覧
制
限
支
援
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
ト
ー
カ
ー

や
配
偶
者
暴
力
を
受
け
て
い
る
被

害
者
及
び
被
害
者
と
同
居
す
る
方

の
居
所
を
加
害
者
に
知
ら
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
制
限
を
行
う
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
警
察
署
、
駐

在
所
、
役
場
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

〜
ピ
ン
と
き
た
ら
一
一
〇
番
〜

○
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を

本
年
十
一
月
に
全
国
警
察
の
総
力

を
挙
げ
て
指
名
手
配
犯
人
の
追
跡
捜

査
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

指
名
手
配
犯
人
を
検
挙
す
る
た
め
に

は
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要

で
す
。

逃
走
中
の
オ
ウ
ム
真
理
教
関
連
事

件
の
犯
人
を
含
め
、
指
名
手
配
犯
人

に
関
す
る
情
報
は
、
ど
ん
な
些
細
な

事
で
も
警
察
に
通
報
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
捜
査
活
動
に
ご
協
力
を

最
近
は
、
背
景
や
動
機
が
判
然
と

し
な
い
凶
悪
犯
罪
、
金
融
機
関
・
コ
ン

ビ
ニ
等
に
対
す
る
強
盗
事
件
、
暴
力

団
や
来
日
外
国
人
等
に
よ
る
組
織
的

な
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

犯
人
を
検
挙
し
事
件
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
捜
査
に
対
す
る
町
民
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
か
ら
の
不
審
者
、
不
審
車

両
等
の
通
報
に
よ
り
、
事
件
を
解
決

し
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

事
件
に
関
す
る
通
報
は
、
た
め
ら

わ
ず
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
是

非
通
報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
水
署
長
は
昭
和
四
十
五
年
四
月

に
道
警
入
り
し
、
主
に
旭
川
を
中
心

に
勤
め
、
刑
事
部
門
の
仕
事
に
二
十

年
以
上
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
九
月

三
十
日
付
け
で
沼
田
警
察
署
長
に
就

任
。
前
任
は
北
見
方
面
本
部
生
活
安

全
課
長
。

沼
田
町
は
旭
川
方
面
に
入
る
た
め
、

こ
の
辺
の

地
理
に
も

詳
し
く
、

沼
田
町
に

も
来
た
こ

と
が
あ
る

そ

う

で

す
。沼

田
町

の
印
象
を

聞

く

と

「
今
ま
で

は
都
市
部

ば
か
り
で

勤
務
し
て

い

た

の

で
、
町
に

住
む
の
は

初
め
て
。

沼
田
町
は
と
て
も
奇
麗
で
落
ち
着
い

て
い
る
雰
囲
気
」
と
の
こ
と
。

趣
味
は
、
家
庭
菜
園
、
山
菜
取
り
、

海
釣
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
、
勤
務

し
た
土
地
に
あ
っ
た
も
の
を
新
た
に

取
り
組
む
の
で
、
北
見
市
に
い
た
と

き
は
ボ
ー
ト
の
免
許
も
取
得
し
た
そ

う
で
す
。

抱
負
を
伺
う
と
「
事
件
の
な
い
町

な
の
で
、
交
通
安
全
に
力
を
入
れ
た

い
。
間
違
う
と
死
に
つ
な
が
る
も
の

な
の
で
、
毎
日
、
事
故
防
止
に
重
点

を
お
い
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

奥
さ
ん
と
、
学
生
の
お
子
さ
ん
を

札
幌
市
に
残
し
単
身
赴
任
。
二
人
の

お
子
さ
ん
の
う
ち
一
人
は
上
京
中
。

柔
道
は
四
段
の
腕
前
。
稚
内
市
出
身
、

五
十
四
歳
。

こちら

沼田警察署
35-3110

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

指
名
手
配
被
疑
者
の
捜

査
に
ご
協
力
下
さ
い
。

よろしくお願いします。
新しい沼田警察署長 清水博明さん

「交通事故のないまちに」
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ふれあい

Information

こんにちは保健師です

Autmn11

かかぜぜ・・イインンフフルルエエンンザザにに
ごご 注注 意意 ！！

１日１日と秋の気配が深まってきました。秋～冬は風
邪やインフルエンザなどの感染症が流行しやすいシーズ
ンです。

抵抗力をつけると、症状を軽く

したり、病気にかかっている期間

を短くする事ができます。

①インフルエンザの予防接

種を受ける

６５歳以上は定期接種として実

施、乳幼児は任意接種ですが費用

の一部を助成しています。詳しく

は区長発送チラシをご覧下さい。

②身体の免疫力をアップさせ

る

③禁煙する

④十分な睡眠をとる

⑤栄養バランスのよい食事

をとる

インフルエンザウイルスを体内

に侵入させない事が必要です。

うがい、手洗いを十分にす

る事と、部屋の換気を心がけま

しょう。

人の多い所ではウイルスを持っ

ている人と接触する可能性も高く

なります。

逆に自分がインフルエンザにか

かっている時には他の人にうつさ

ないために、人ごみは避けま

しょう。

抵抗力をつける 感染経路を断つ ウイルスを近づけない

感染予防の３本柱

風邪を予防する食生活って？

ビタミン、タンパク質、エネルギーを十分に!!

・ビタミンＣはウイルスへの攻撃力を高め、鼻の粘膜を強化します。→野菜、果物を欠かさずに!!

色の濃い緑黄色野菜は油で良く炒める事で成分が溶け出し、吸収率も上昇!!

・タンパク質はウイルスに対抗する力を高めます。→豆腐、玉子、魚、肉類などを欠かさずに!!

・エネルギーは体力を保つために欠かせません。→風邪の時は消化力も低下しているのでお粥・パン

粥・うどん等、消化のよい主食を欠かさずに!!

詳しくはこちら

冷え性とは？

気温は低くないのに体が冷える

状態で、血液循環に必要な筋肉

量が少ない女性に多いと言わ

れています。日常の運動習慣で

筋肉量を維持して予防につなげ

ましょう。

体を温める食材とは？

しょうが・長ネギ・南瓜・みかん・にら

など一般に香りの強い食材は、体の血行を高めて

冷えを予防するのに役立つ成分が多いと言われて

います。冬場の食卓に是非活用してみましょう!!
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ふ
れ
あ
いIn

form
ation

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

A
u
tm
n

11

フフッッ素素でで歯歯をを

強強くくししままししょょうう
◆子どもの歯は虫歯になりやすい
虫歯とは、歯垢の中の細菌がつくりだす酸によって、歯がとかされた状態のことです。乳歯は永久歯に

比べると、歯をおおっているエナメル質や象牙質が薄く、酸に対する抵抗力が弱いために、あっという間

に虫歯になってしまいます。

◆フッ素の助け
フッ素はエナメル質の酸への抵抗力を強める働き

があります。４ヶ月に１度、表面に塗布することに

よって、虫歯を予防する効果があります。しかし、

フッ素は虫歯への抵抗力を強めるだけで虫歯になら

ないというわけではありません。毎日の歯みがきや

食事の注意が大切です。

◆虫歯予防にブラッシング
虫歯から歯を守ってい

くためには毎日のブラッ

シングが基本です。

自分でみがくようにな

っても、最後の仕上げみ

がきを保護者が行ってあ

げましょう。

【フッ素塗布とブラッシング指導】

歯科健診と合わせてフッ素を塗布します。また、フッ素塗布の機会に合わせて
虫歯になりやすい部分の歯のみがき方などブラッシング指導も行っております。

対象者：歯が生えてから就学前までの乳幼児
場　所：ふれあい「和室」
日　程：１１月１５日（火）・１月１１日（水）・３月１６日（木）
時　間：１３：００～１５：００まで受付しています

町では、下記の日程でフッ素塗布とブラッシング指導を行っております。ぜひ、ご活

用下さい。
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人口 4,101人（前月比 △7人）
（男　1,938人・女　2,163人）

世帯 1,712戸（前月比 △4戸）
（平成17年11月1日現在）

広
報
ぬ
ま
た

第
四
九
三
号

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
日
発
行
　
発
行
者
　
北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町
長
　
西
田
篤
正
　
編
集
　
総
務
課
広
報
情
報
室
　
電
話

〇
一
六
四
｜
三
五
｜
二
一
一
一

人の動き
氏　　名　　 月　日 年齢　 住　所

橋　英次郎さん　10月11日　80歳　旭町東
八巻ハルヨさん　10月15日　89歳　旭町東
村上　玲子さん　10月17日　76歳　南　町
南　二美夫さん　10月21日　67歳　北竜２
杉尾　リツさん　10月22日　91歳　緑ヶ丘
木屋路芳一さん　11月 2日　90歳　旭町東

おくやみ 交通事故死ゼロ

2317日
（平成17年11月1日現在）

NOWな

やんぐ
powe

r

今
回
は
、
橋
本
恵
美
さ
ん
（
南

町
・
十
九
歳
）
か
ら
の
紹
介
で
、
上

机
梓
之
富
さ
ん
（
沼
田
四
・
十
九
歳
）

で
す
。

上
机
さ
ん
は
、
沼
田
町
出
身
で
、

沼
田
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
今
年
の

四
月
か
ら
現
在
の
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

【
趣
味
は
何
で
す
か
？
】

お
菓
子
作
り
が
好
き
で
す
。
中
学

生
の
頃
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
休

日
は
も
ち
ろ
ん
平
日
も
仕
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
自
信
が
あ
る
の
は
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
で
す
。
そ
の
他
の
日
は
、
友
人

と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
し
て
い

ま
す
。

【
沼
田
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
？
】

小
さ
い
頃
か
ら
住
ん
で
い
る
町
な

の
で
、
知
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
住

み
や
す
く
、
家
族
も
い
る
の
で
、
こ

の
町
で
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
知
ら
な
い
人
で
も
挨

拶
を
し
て
く
れ
る
、
良
い
人
が
多
い

町
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ん
ど
ん
祭
り
も
好
き
で
す
が
、
今

年
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
高

校
生
の
頃
ま
で
は
ず
っ
と
参
加
し
て

い
た
の
で
、
も
う
出
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客

さ
ん
と
し
て
見
た
時
に
、
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

【
今
後
の
抱
負
】

ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で
す
け
れ

ど
、
来
年
は
今
年
以
上
に
仕
事
を
覚

え
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

次
回
は
、
長
原
慎
司
さ
ん
（
沼
田

四
・
二
十
歳
）
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。
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緊急事態！沼田高校の存続に赤信号
今年（平成１７年度）の入学者が１９名

本町の高等教育機関として地域の発展と教育水準の向上に貢献しております、北海道沼田高等学校は、

現在定員４０名の１間口となっており、６６名の生徒が学んでいる状況であります｡しかし、近年の高

校入試をめぐる状況は少子化の影響を受け、入学者の確保が困難な状況下にあり、沼田高校においては

存続自体が危ぶまれています｡

来年度、２１名以上の入学者を・・・
北海道教育委員会が定めている公立高校適正配置計画によると、入学者が２年連続して２１名以下に

なった時点で廃校の対象になることが定められており、今年の入学者が１９名となったことで、来年度

において２１名以上の入学者を確保しなければなりません。

札幌・東京沼田会　会員の皆様へのお願い
沼田高校教育振興協議会（会長　沼田町長　西田篤正）では、入学者の確保のため、札幌・東京沼田

会の会員皆様のご支援により、ご親戚・友人・知人の方々へ沼田高校のご紹介をお願いしたいと考えて

おり、何卒ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます｡

なお、沼田町では、札幌圏等からの入学者確保のため、下宿先等の用意を万全にしてお迎えする体制

をとっておりますので、あわせてご周知くださるようお願いいたします｡不明な点がありましたら、事

務局までお問い合わせください。

【事務局】沼田町教育委員会（沼田高校教育振興協議会）ＴＥＬ０１６４－３５－２１３２

〒078-2202 北海道雨竜郡沼田町南１条４丁目６番５号

Ｅ－mail kyoiku@town.numata.hokkaido.jp
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